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JENESYS2015（招へいプログラム）  

（対象国：ブルネイ,テーマ：（社会）社会交流）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、ブルネイより漁業・水産加工業、金属

加工製造業に関心を有する大学生 12名が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政

策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、2月 22日から 3月 1

日までの 8泊 9日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

ブルネイ 12名 

 

３．訪問地 

東京都(全員)、和歌山県(全員)、大阪府(6名) 

 

４．日程    

2月 22 日（月）成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

 

2月 23 日（火）～2月 28日（日） 

1．漁業・水産加工業グループ 

 【視察・講義】築地市場、国立研究開発法人水産総合研究センター、みなとみらい 

 東京都庁視察後、和歌山県へ移動 

 【視察・講義】和歌山県水産試験場、近畿大学水産研究所 

 【地場産業視察】株式会社ヤマサ脇口水産 

 【ホームステイ】、【ワークショップ】、【商業施設視察】イオンモール和歌山 

 2．金属加工製造業グループ 

【講義】日本の製造業について、【視察】株式会社北嶋絞製作所、浅草寺 

 大阪府へ移動 

【学校交流】大阪府立大学、【歴史的建造物視察】和歌山城 

【視察】新日鉄住金株式会社 和歌山製鉄所、株式会社寿精密（金属加工工場） 

【ホームステイ】、【ワークショップ】、【商業施設視察】イオンモール和歌山 

 

2月 29 日（月） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

 

3月 1日（火） 成田国際空港より出国 
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５．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５プログラム記録写真  

 

 

2/22 来日時オリエンテーション（東京都） 2/23 日本理解講義 （東京都） 

  

2/23 【視察】株式会社北嶋絞製作所（東京

都） 

2/23 【視察】国立研究開発法人水産総合研

究センター（横浜市） 

  

2/24 【学校交流】大阪府立大学（羽曳野市） 
2/25 【視察】近畿大学水産研究所（東牟婁

郡） 
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2/25 【視察】和歌山県水産試験場（東牟婁

郡） 

2/25 【視察】新日鉄住金株式会社 和歌山

製鉄所（和歌山市） 

  

2/25 【歴史的建造物視察】和歌山城（和歌

山市） 
2/26 【視察】株式会社寿精密（伊都郡） 

  

2/27 【ホームステイ】（日高郡） 2/28 【ホームステイ歓送会】（日高郡） 
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６．参加者の感想   

 

◆ ブルネイ 大学生 

 日本人の礼儀正しさに感動しました。彼らがいかに親切で暖かい心を持っているかを

皆に伝えたいです。とても理解のある人たちです。コミュニケーションが難しくても伝

えたいことを一生懸命に伝えようとします。自国にはない進んだ技術にも感銘を受けま

した。このことも会社や学校等、行く先々で伝えます。私は今回のプログラムで多くの

ことを学びました。ブルネイに帰ってもずっと忘れません。 

 

 

◆ ブルネイ 大学生 

 まず、日本の高層ビル、道路、その他の施設などの進んだインフラに目を見張りまし

た。また、私の出会った日本人は言葉の壁はあったものの礼儀正しく親切で、いつも私

達を助けてくれようとしました。日本人は誰に対しても敬意を払っているようでした。

人間だけでなく、家に入る時や神社や道場のような特別な場所に入る時にはお辞儀をし

て敬意を示しています。二つ目に視察の時に感じたことですが、日本人は仕事に真剣に

取り組みます。そのような姿勢があるからこそ日本は戦後のゼロの状況から今のような

状況を築き上げることができたのだと思います。最後に、ホームステイでは、年配の方々

（ホストファミリー）が自分の土地を最大限活用し、野菜づくりを行うなどして生活の

足しにしているということに感心しました。日本人は、とても真面目で、親切で、心の

あたたかい人々です。 

 

 

７．参加者の報告会での報告内容(帰国後の発信計画)/新聞掲載 

  

日本での気づき アクションプラン 
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日本での気づき アクションプラン 

 

新聞掲載 

 


